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１　地球温暖化対策
（１）主な目標と現状

【主な目標】

２０１０（平成２２）年度の府域の温室効果ガス排

出量を基準年度＊から９％削減することを目標

に、新エネルギーの導入、省エネルギーの推進

などを図ります。

＊・・・１９９０年度（ただし、代替フロン類は１９９５年度）

【現　状】

２００６（平成１８）年度の温室効果ガス排出量は

５,５７２万トンで、基準年度の排出量と比べ３.６％、

２００５（平成１７）年度と比べ３.１％減少していま

す。

また、温室効果ガスの９割以上を占める二酸

化炭素の排出量は５,３５６万トンで、基準年度と比

べ３.９％増加しているものの、２００５年度と比べ２.

２％減少しており、部門別ではエネルギー転換

部門以外の全ての部門で２００５年度と比べ減少し

ています。

（２）平成１９年度に講じた施策

①地球温暖化対策の推進　

■温暖化の防止等に関する条例に基づく排出抑

制対策の推進

【みどり・都市環境室　内線：３８４９】

温暖化の防止等に関する条例（平成１８年４月

１日施行）に基づき、エネルギーを多量に消費

する事業者に対し、温室効果ガスや人工排熱の

排出抑制についての３か年の対策計画書や毎年

度の実績報告書の届出を義務付け、計画的な排

出抑制対策を推進しました。平成１８年度の実績

報告書では、温室効果ガス排出量の合計が、前

年度から約６７万トン削減されました。また、平

成１９年度は、実績報告書を届け出た事業者の中

から、他の模範となる特に優れた取組みを行っ

た事業者を「おおさかストップ温暖化賞」とし

て表彰し、対策の一層の普及促進を図りました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.７１）

第２節　温暖化に対する取組み

図－１０ 大阪府内の二酸化炭素の排出量
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図－11 温暖化防止に関する優れた

取り組みを表彰

■大阪サステナブル建築賞

【建築指導室　内線：３０２５】

温暖化の防止等に関する条例に基づき、一定

規模を超える新築、増改築を行う建築主に対す

る建築物環境計画書の届出を義務付けるなど、

「建築物の環境配慮制度」を運用しています。

平成１９年度から、環境品質・性能や環境負荷

低減性に優れた建築物の普及促進を図るため、

同条例の規定に基づき、環境配慮の模範となる

建築物を顕彰する「大阪サステナブル建築賞」

を実施しています。

また、環境にやさしい建築・まちづくりに対

する府民の意識啓発を行いました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.５５）

■ストップ地球温暖化府民運動の推進【新規】

【みどり・都市環境室　内線：２７５６】

府では平成１８年２月から、毎月１６日を「スト

ップ地球温暖化デー」と定め、地球温暖化の防

止につながる行動を促進しています。

平成１９年度は、６月から平成２０年２月までの

毎月１６日に、地球温暖化防止活動推進員がコン

ビニエンスストアの店頭等で延べ約１０,９００人の

来店者等に温暖化防止行動の実践を呼びかけま

した。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.７３）

■地球温暖化対策技術開発促進事業

【環境農林水産総合研究所６９７２-７６６２】

エネルギー対策特別会計における環境省の地

球温暖化対策事業を活用し、民間企業や研究機

関と連携して二酸化炭素排出量削減に効果が期

待できる地球温暖化対策技術開発を行いました。

平成１９年度は引き続き、家庭などの民生部門

や運輸部門における二酸化炭素排出量削減を目

的に、「セルロースのエタノール化技術開発」、

「白色ＬＥＤ照明機器の低コスト化技術開発」及

び「バイオエタノール１０％混合ガソリン（Ｅ１０）

導入実証研究」を実施しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.９４）

②環境に配慮したエネルギー利用の促進

■エコ燃料実用化地域システム実証事業

【新規・再生】

【みどり・都市環境室　内線：３８５６】

自動車のＣＯ２排出削減策として有効なバイ

オエタノール３％混合ガソリン（Ｅ３）の普及

拡大及び自立的な生産･利用システムの成立を目

的として、堺第７－３区のプラントで製造され

る建設廃木材を原料とするバイオエタノールを

活用し、Ｅ３を大都市圏において実用化に近い

規模で製造、流通及び販売する大規模な実証事

業を実施しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.４７）

図－12 Ｅ３事業ロゴマーク

【エコ燃料実用化地域システム実証事業】 
http://www.epcc.pref.osaka.jp/e3/
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■バイオディーゼル燃料利用推進プロジェクト

【新規・再生】

【農政室　内線：２７７７】

農空間を保全するとともに、地球温暖化防止

に貢献するため、バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）

利用社会実験を実施し、府民、企業等との協働

により、遊休農地等を活用した菜の花栽培とＢ

ＤＦ利用を推進しました。

平成１９年度は、府内２２地区、１０.７ｈａで栽培中

の菜の花から菜種を収穫し、これを原料にして

ＢＤＦを製造し車の燃料として利用しました。ま

た、秋には、菜の花栽培面積を拡大し、府内４１

地区、１６.３ｈａで種まきを実施しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.９２）

図－１３ 幼稚園送迎バスの燃料に使用

■燃料電池自動車普及促進事業【再生】

【みどり・都市環境室　内線：３８２２】

水素は、次世代のクリーンエネルギーとして

注目されており、水素を燃料とする燃料電池は、

環境対策、さらには産業振興の面から普及が期

待されています。

平成１６年度から府の公用車に燃料電池自動車

（ＦＣＶ）を率先導入し、平成１９年度は、延べ４８

回、府内の各種イベントに参加して、試乗会等

を実施するとともに、在阪の官学民１２団体で構

成する「おおさかＦＣＶ推進会議」（事務局：大

阪府）では、国とともに３,０００人規模のセミナー

を実施するなど、水素・燃料電池の普及啓発を

行いました。

また、国の「水素・燃料電池実証プロジェク

ト」を推進するため、平成１９年度に設置された

大阪府庁と関西国際空港の２か所の水素ステー

ションの活用や、燃料電池車いすやカートなど

各種燃料電池機器の実証試験への協力を行いま

した。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.４３）

図－１４ 水素ステーション

■おおさか環境にやさしい輝きのまちづくり事業

【新規・再生】

【みどり・都市環境室　内線：３８２２】

省エネルギーや新エネルギーの効果的な普及

と、災害時の帰宅困難者の支援を図るため、ＬＥ

Ｄ（発光ダイオード）を光源とする省エネ型屋

外照明と、非常用電源として活用する太陽光発

電等の自然エネルギー設備を併せて導入したコ

ンビニエンスストア（５店舗）の取組みに対し

て補助を行い、環境にやさしい輝き拠点づくり

を行いました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.４８）

【おおさかFCV推進会議】 
 http://www.osaka-fcv.jp 
 

【ＢＤＦ】 
Bio Diesel Fuel（バイオディーゼル燃料）の略で、植 
物油や使用済み食用油を原料として生まれる地球に優 
しい軽油代替燃料。燃焼時に放出されるＣＯ２は、植物 
が光合成により大気中から吸収したＣＯ２の再放出であ 
り、地球温暖化の原因となるＣＯ２を増加させません。 
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２　ヒートアイランド対策
（１）主な目標と現状

【主な目標】

住宅地域における夏の夜間の気温を下げ、

２０２５年度までに夏の熱帯夜数を現状＊より３割

減らすとともに、屋外空間にクールスポットを

創出し、夏の日中の熱環境の改善を図り、体感

的な温度を下げるなど、平成１６年６月に策定し

た「ヒートアイランド対策推進計画」の目標達

成に向け、各種対策を講じていきます。
＊・・・１９９８年度から２００２年度の平均

【現　状】

大阪では、過去１００年間で平均気温が２.１℃上

昇し、全国平均の１.０℃を大幅に上回っており、

この差の１.１℃がヒートアイランド現象の影響と

考えられています。

また、真夏日、熱帯夜の日数もここ３０年間で

著しく増加しており、平成１９年度は真夏日が７９

日（平成１８年度：７１日）、熱帯夜が４４日（平成

１８年度：４４日）でした。

なお、平成１６年度は真夏日が９４日と過去最高

でした。

図－１５ 大阪・全国における年平均気温の推移

（５年移動平均）

図－１６ 大都市における真夏日数

（５年移動平均）

図－１７ 大都市における熱帯夜数

（５年移動平均）

（２）平成１９年度に講じた施策

■ヒートアイランド対策導入促進事業

【新規・再生】

【みどり・都市環境室　内線：３８４９】

「熱環境マップ」の熱負荷の高い地域におい

て、「ヒートアイランド対策ガイドライン」に沿

った対策の具体化を誘導するため、屋上緑化、

高反射性塗装等のヒートアイランド対策を実施

する事業者に対し補助を行うとともに、対策効

果の測定等を行いました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧　ＮＯ.１０２）

【真夏日】日最高気温が30℃以上の日のこと。 
【熱帯夜】夜間の最低気温が25℃以上の日のこと。 
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■自然環境保全条例に基づく建築物敷地の緑化

の促進

【みどり・都市環境室　内線：２７４５】

自然環境保全条例に基づき、平成１８年度から

一定規模以上の敷地で建築物の新築、増改築を

行う建築主に対し、基準の割合以上の緑化を義

務付けています。平成１９年度は、前年度に同条

例の規定等に基づき緑化を実施し、ヒートアイ

ランド現象の抑制等の都市環境の改善や都市の

魅力向上に貢献したもののうち、特に優れたも

のを「おおさか優良緑化賞」として表彰すると

ともに、府民・事業者の意識啓発を行いました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.７６）

■北大阪涼しいみちから“まち”づくり【再生】

【交通道路室　内線：２９２６】

ヒートアイランド優先対策地域である北大阪

地域を中心に、７～８月に下水高度処理水を利

用して市街地部の府管理道路への散水を実施し

ました。

また、ＮＰＯ等や関係市町からなる「北大阪打

ち水ネット」による歩道等への打ち水の呼びか

けや、学校での出前学習等を通じて、ヒートア

イランド対策としての打ち水の効果を紹介する

とともに、雨水タンクを設置・活用した打ち水

を進めるなど、環境対策としての打ち水が継続

的な活動になるように努めました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.１１７）

図－１８ ＳＡＫＡＩ打ち水フェスタ２００７
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